
第６学年 家庭科学習指導案

い組 男子 18 名 女子 20 名 計 38 名

指 導 者 福 丸 奈 津 子

１ 題 材 生活に役立つ物を作ろうⅡ～家族へのおくり物～

２ 題材について

(1) 題材の位置とねらい

この期の子どもたちは，これまでに，目的に応じた縫い方で手縫いをする学習や，手縫いとミシ

ン縫いのよさを生かして既製品を加工する学習をしてきた。その中で，もっといろいろな物を作っ

てみたいとか，家族のために役立つ物を作ってあげたいといった願いをもってきている。また，で

きるようになったことを振り返り，家庭生活においてどのような役割を果たしているか見つめ直す

学習を通して，自分が家族を構成する一員であることを実感し，家族の願いを実現するためには家

庭生活における役割を果たす必要性に気付き，「家族の役に立ちたい」という願いをもっている。

そこで，本題材では，作品の大きさや形を考えて布を裁ったり布を縫い合わせたりする活動を通

して，一枚の布から作品を製作する手順や方法が分かり，友達と教え合ったり話し合ったりしなが

ら協力して目的に応じた工夫をして，生活に役立つ布製品を作り上げることができることをねらっ

ている。さらに，布を加工することで作品の使い道が無限に広がることから，目的に応じて工夫し

ながら製作する楽しみを味わうとともに，贈る相手や用途によって見た目のよさや使いやすさなど

を考えて，家族の生活をよりよくしていこうとする実践的な態度を高めることをねらっている。

これらの学習は，衣服の役割に関心をもち，衣服を計画的に活用・選択することができ，布を用

いて生活を豊かにするために工夫しながら製作することができる中学校の学習へと発展していく。

(2) 指導の基本的な立場

布で作られた物は，可塑性に富み丈夫で肌触りがよく，用途に応じて加工しやすいというよさが

あり，我々の日常生活において必要不可欠な物となっている。また，手縫いやミシン縫いのよさを

生かして立体的な布製品を作れるようになることは，厚みやゆるみを考えて目的に応じた採寸の仕

方や縫い方の選択などができるという力を高めることができる。さらに，自分の家庭生活や家族に

応じて作品を製作することは，自らよりよく工夫できることを見つけて加工したり，自分で作り上

げた楽しさを味わったりするとともに，作った物が自分の家族の役に立ち家庭生活で活用すること

ができるなどのよさがある。

これらのことより，自分の家庭生活に応じて家族のために生活に役立つ布製品を作ることは，製

作する意欲を高め，これまでに身に付けた知識や技能，生活を工夫する力を駆使して，自分の生活

を豊かにしようとする実践的な態度を育てる上から大切である。

そこで，本題材では，家族の用途に応じた形や大きさに布を裁ったり見通しを持って製作を進め

たりすることができるようになることや，自分の家庭生活や家族のために生かされる喜びや楽しさ

を味わわせたりすることを大切にしていく。そのために，家族の誰が何を必要としているか家庭生

活を観察させたり，試し作りから課題を明確に持たせたりする活動を取り入れたりする。更に，各

活動が自分の家庭生活にはどのように生かされるのかつなげて考えられるようにさせていきたい。

具体的には，まず，自分の家庭生活を振り返り，布製品がどのような場面で活用されているかを

考えさせ，製作への意欲を高めさせていく。次に，試し作りをし，製作過程における課題を明らか

にさせる。そして，使用目的に応じた課題について調べたり話し合ったりして追求し，分かったこ

とを生かして製作させていく。

これらの学習を通して，大きさや形，厚みなどの視点に気付いたり，目的に応じた工夫の仕方が

分かったりするとともに，家族の家庭生活に役立つ物を製作することができるようになった喜びや

自分が製作した物が家庭生活で活用される喜びを実感することで，自分の家庭生活をさらに豊かな

ものにしようとする実践的な態度を高めることができるようにする。
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(3) 児童の実態（質問紙法，複数回答有り）

本学級の子どもたちは，①より，布の

特性を捉えていることが分かる。一方で，

布製品が家庭においてどのように役立っ

ているかということには気付いていない。

また，②より，手作りのよさには気付い

ているが，目的に応じて工夫できるよさ

にはあまり気付いていないことが分かる。

これらのことから，身の回りに布製品は

溢れているが，その殆どが既製品であり，

家族の実態に合わせて布を加工した経験

や，加工している家族の姿を目にした経

験が少ないことが分かる。③より，見た

目のよさや丈夫さを意識して製作するこ

との大切さに気付いていることが分かる。

このことは，５年時で学習した「生活に

役立つ物を作ろうⅠ〜古着の大変身〜」

での学習が生かされていることが分かる。

一方で，使う人や目的に応じて大きさや

縫い方を変えるなどの工夫をする必要性

には気付いていないことが分かる。④より，何かを包んだり入れたりする物を製作する過程におい

て，物の厚みを考えてゆるみをもたせて印を付けたり裁断したりする必要性に気付いていないこと

が分かる。このことは，これまでの学習において，採寸をすることによって使う人や目的に応じた

大きさを決めるという経験がないことが原因であると考えられる。⑤より，学習したことを自分の

家庭生活で生かしたいと感じている子が多いことが分かる。特に，「自分の生活に応じた物を作りた

い」「家族のために作ってあげたい」など，学習したことを自分の家庭や家族に応じた生かし方をし

たいと考えていることが分かる。また，「役に立たない」「難しい」と答えている子がいることから，

家庭生活で生かすよさやできることの喜びについて実感させる必要があると考えられる。⑥より，

様々な方法で学習していきたいと考えていることが分かる。実際に行ったり観察したりする活動を

大切にしながら，資料活用や友達との話合いなどによって，一人一人が納得できる追求活動を行わ

せていきたい。

このようなことから，子どもたちの製作に対する気持ちを大切にしながら，実際に製作する活動

を通して，製作するよさに気付かせるとともに，基本的な知識，技能の定着や生活を工夫する力を

身に付けていけるようにしたい。

(4) 指導上の留意点

ア 生活に役立つ物を製作するよさに気付かせるために，身近な布製品の役割や家族の使用頻度な

どを調べて生活に役立っていることを実感させる。また，家族のために何を製作すれば生活がよ

りよくなるかを，家庭生活を見つめ直すことで考えさせ，自分が製作していく物を決定させる。

イ 作品を贈る相手や使用目的に応じて，厚みやゆるみなどの製作上の課題に気付かせるために，

試し作りをして，形，大きさ，縫い方，縫う順序といった観点から，自分の課題を明確にし，追

求活動によって明らかになったことを基に製作計画を見直させる。また，友達と話し合いながら

製作することができるように，製作する物が同じである子ども同士でグループを編成する。

ウ 追求したことを生かしながら，家庭生活に応じた“見た目よく，丈夫で使いやすい物”を作る

ために，採寸の仕方や縫い方の工夫などについて課題別グループで解決したことを確認したり試

したりするコーナーを設ける。また，自分の課題を振り返りながら製作したり，それを活用した

りして製作したり活用できる嬉しさを味わえるようにする。

① 布製品のよさ

丈夫 11，洗える 4，可塑性 4，分からない 4，縫える

3，壊れにくい 3，温かみ 2，リサイクル 2，伸びる 2，

肌触り 1，使いやすい 1，音がしない 1

② 手作りのよさ

思い 14，好みのデザイン 7，肌触り 5，達成感 4，使

いやすさ 3，分からない 3，自分らしさ 2

③ 製作時に気を付けること

返し縫いをする 28，縫い目が見えないように 22，大

きさ 8，二重に縫う 7，丈夫にする 5，玉留め・玉結

びをする 3，肌触り 3，三つ折りをする 3，糸がほど

けないようにする 2，使う人のことを考える 1

④ ゆるみの必要性

気付いている 2，気付いていない 36

⑤ 家庭で生かしたいか

○ はい 35（将来役に立つ 8，生活に役立つ 6，家族に褒め

られる・喜ばれる 5，自分に合ったものを作れる 4，自分

で作れる 3，学習を忘れないように 3，節約 2，新しい発

見 1，エコ 1，洋服を作りたい 1，思い出 1）

○いいえ（役に立たない 2，難しい 1）

⑥ 学び方

本 8，身近な人にインタビュー7，実際にやってみる 6，

特にない 5，計画を立てる 4，観察 3，インターネッ

ト 3，友達と協力・話合い 2，発表 2
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３ 目 標
(1) 布を使った物が生活の中で果たす役割や作り方に関心をもち，使いやすく作るための自分の課

題を追求しながら，進んで作ろうとすることができる。
(2) 作りたい物を構想し，製作手順や時間に見通しをもって，丈夫に手際よく作る工夫を見つける

ことができる。
(3) 生活に役立つ布製の物の種類と役割をつかんで，自分の作りたい物を決め，見通しをもって製

作することができる。

４ 指導計画（全１４時間）
過程 学ぶ喜びや楽しさ 主な学習活動 教師の具体的な働きかけ

１ 家庭生活で役立つ布製品について考え，
作りたい物や学級のテーマを決める。ま
た，テーマを達成するための学習計画を立
て，自分が作りたい物の製作計画を立て
る。①

３ 作る順序や縫い方を考えながら試し作
りをして，自分の課題を設定する。②③④
⑤
＜問題点＞ ＜課題＞

４ 課題別グループに分かれ，課題を追求
し，解決策について話し合う。⑥

５ 各課題別グループで解決したことを，情
報交換し合い，自分の製作にどのように生
かせるか話し合う。⑦（本時）

など

６ 追求活動や情報交換で分かったことを
生かしながら製作をする。⑧⑨⑩⑪⑫

７ できあがった作品の発表会を通して，分
かったりできるようになったりしたこと
や友達の工夫している点について話し合
う。⑬

８ 作品を家族へ贈ったことの報告会をし，
学習したことを自分の生活にどのように
生かしていけるか話し合う。⑭

○ 家庭生活に即した学習で
あることを意識させるため
に，家庭にある布製品につい
て話し合わせる。

○ 学習に見通しをもたせた
り目的意識を高めたりする
ために，最終的にどのような
作品を作りたいか学級のテ
ーマを決めさせ，具体的な視
点をもたせる。

○ 課題を明らかにするため
に，試し作りをし，困ったと
ころや疑問に思ったところ，
うまくいかなかったところ
について，学級のテーマであ
る見た目・丈夫さ・使いやす
さという視点に沿って話し
合わせる。

○ 自分の作品に生かしたり，
友達の作品に生かしたりで
きるようにするために，各課
題別グループでは，様々な作
品の場合ではどのような工
夫ができるか考えさせなが
ら追求させるようにする。

○ 子ども同士で問題解決を
していけるようにするため
に，類似した課題を選択した
子同士グループになって課
題を追求させる。

○ 分かったことは何なのか，
自分の家庭ではどのように
生かせるのか振り返るため
に，自己評価カードに記入さ
せるときには視点を明らか
にさせるようにする。

○ 自分でもできたという達
成感や家庭でも作ってみた
いという意欲を持たせるた
めに，今後の家庭生活でどの
ように生かすことができる
のか話し合わせる。

○ 自己の成長を実感させる
ために，作品を家族へ贈った
後の家族の様子を振り返ら
せ，自分が家族に応じて製作
の仕方を工夫することで家
族が喜び，自分の成長が認め
られることに気付かせるよ
うにする。
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布製品は

家庭生活の

中にたくさ

んあるんだ

なあ。

試しに作

っ て み た

ら，思った

よりも小さ

いなあ。ど

こを改善す

ればいいの

かな。

何を作っ

てあげれば

家族の役に

立つかな。

どのよう

な順序で作

ればいいの

かな。

使いやす

くするため

には，入れ

たり包んだ

りする物の

厚みを考え

て布に印を

つけなけれ

ばならない

んだな。

試し作り

で作った物

と比べて，

見た目，丈

夫さ，使い

やすさへの

工夫がはっ

きり分かる

なあ。

家族が喜

ん で く れ

た。また生

かそう。

見た目よく，丈夫で使いやすい家族が
喜ぶ物を作るためには，どのような工夫
ができるだろうか。

・布端がぼそぼそしてい

て見た目が悪い。
・中に物を入れると空間
に余裕がなくて使いに

くい。

・布端の始末の仕方

・採寸の仕方
・大きさの工夫

など

見た目よく，丈夫で使いやすい家族が
喜ぶ物を作るためには，家族の好みや家
族の使う目的に応じて，形や大きさ，縫
う場所に応じた布端の始末や縫い方の
工夫をする必要がある。

布端の始末 大きさの工夫縫い合わせ

見た目のよさ 丈夫さ 使いやすさ

三つ折り ゆるみ 形縫い代 中表
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５ 本 時（７／１４）
(1) 目 標

発表し合ったことを自分の作品に生かそうとし，自分の家族に応じた工夫の仕方に気付くことが
できる。また，布端の始末や中表の仕方などについて分かる。

(2) 本時の展開にあたって
本時の展開にあたっては，各課題別グループが追求したことを自分の製作に生かすことができる

ようにするために，発表はワークショップ形式で行わせ，各発表場所で自由に話合ったり自分の
作品と比較したりできるような学習を展開していきたい。

(3) 実 際

過程 主な学習活動 時間 教師の具体的な働きかけ

１ 学級のテーマを確認し，学習のめあて
を決める。

＜学級のテーマ＞

２ 自分たちの課題について追求したこと
を発表し合う。

（例）バッグ

課題 目的 解決策

布端の始末

見た目

丈夫さ

使いやすさ

取り出し口を三つ

折りにする

縫い合わせ

見た目 中表にする

丈夫さ
縫い代を作る

返し縫いをする

大きさ 使いやすさ
ゆるみをもたせて

大きさを決定する

縫う順序
見た目

製作しやすさ

ポケットを付けて

から縫い合わせる

脇を縫う→取り出

し口を縫う

３ 発表し合って分かったことを基に，自
分の作品に応じた製作方法について考える。

（例）鍋つかみ

得た情報 生かす方法 よりよくなること

布 端 の

始 末 に

ついて

手を入れる所

を三つ折りに

する

内側に布端を折り

込んで縫うと見た

目がよくなる

大 き さ

に つ い

て

手の大きさよ

り少し大きめ

にし，手の厚み

の分も加えて

印を付ける

立体的である手を

入れても大きさに

余裕があり使いや

すい

４ 学習のまとめをする。

５ 本時の学習を振り返る。

○ 本時で学習したことを，自分の製作に生
かそうという意欲を高めるために，学級の
テーマに基づいて，最終的に目指す作品の
視点を確認させる。

○ 目的をもって発表したり発表を聞いた
りすることができるようにさせるために，
学級のテーマを確認させ，テーマを達成す
るためにどのようなことを意識して今日
の活動を行えばいいかという視点をもた
せる。

○ 試し作りから得られた課題に対する意
識を明確にもち，新たに分かったことと比
較することができるようにするために，試
し作りの作品を自由に扱うことができる
ようにしておく。

○ 自分の製作に必要な情報を取捨選択し
て自由に得られるようにするために，発表
はワークショップ形式で行わせ，各課題別
グループの発表場所には説明する人を交
代制で在籍させるようにする。

○ 正しい縫い方など基礎的・基本的な知識
の定着を図るために，子ども同士の情報交
換の場での説明や理解が十分でない場合
は，机間指導をしながら教師が補足説明や
指導を行う。

○ 自分が製作する際に，得られた情報を生
かすことができるようにするために，各追
求活動の結果が，自分の作品を贈る相手に
とっては役に立つものであるか考えさせ，
自分の作品作りの場面に置き換えて考え
させるようにする。

○ 次時の活動で改善策を明確にして製作
に取りかかることができるようにするた
めに，試し作りの際に立てた製作計画を目
的に応じて修正させておく。

○ 家庭のプライバシーに配慮するために，
児童の希望に応じて発表させる。

○個 得られた情報を自分の製作にどのよう
に生かしたらいいか分からない子には，作
品を贈る相手やなぜ贈りたいと思ったの
か，どのように使ってほしいのかを問い，
「見た目」「丈夫さ」「使いやすさ」と生か
せる情報を関連付けて考えさせるように
する。

○ 今日の学習で自分が高まったことを感
じられるようにさせるために，「見た目よ
く」「丈夫に」などの目的に応じた解決策
をはっきりと振り返らせる。
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5

家族がよろこぶおくり物を作るために
は，どのようなことに気を付ければいいだ
ろうか。

使う人や使う目的に応じて，縫い方を変
えたり，大きさを変えたりすればいい。

見た目よく，丈夫で使いやすい，家族
がよろこぶおくり物を作ろう。

5

20

15

妹のピアノのバッグを作るために，入

れる本の厚さも測ろう。いつも「重い。」
と言っているから，肩にかけられるよう
に持ち手を長くしよう。
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